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研究成果の概要：発達初期の乳児にとって表情や声などの非言語的情報を介した養育者との応

答的関わり合いは，愛着形成や乳児自身の発達に重要な影響を与える。そこで NICU 入院児を

対象に，入院により接触経験の少ない母親の声と毎日ケアを担当する看護師の声を聞かせ，そ

れに対する脳活動を測定し，生後の経験や未熟児の脳発達について考察を行った。 
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研究分野：心理学 
科研費の分科・細目：教育心理学 
キーワード：未熟児，脳機能，マザリーズ 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）未熟児として出生した乳児は，満期産
で出生した健常乳児よりも身体・精神の両面
の発達においてリスクを抱えていることが
多い。 
（2）また，NICU 入院による長期の母子分離
を経験するため，母親をはじめとした養育者
にとっては，退院後の愛着形成の難しさや育
児困難感へつながる恐れがある。 
（3）健常乳児の場合，発達初期より母親と
他の人を声やニオイにより区別できるが，生
後まもなくから母子分離を余儀なくされて
いる未熟児がどのように他者を認識してい
るのかについての研究は，重要な問題である
にも関わらず少ないのが実状である。 

（4）乳児の発達には，表情や発声などの非
言語的な情緒信号を母子が相互に適切に応
答できるかどうかという情緒応答性が重要
な役割を果たすといわれ，母子の間に肯定的
な情緒応答性がある場合は，乳児の探索・学
習能力の促進や道徳観の発達につながり，不
適切である場合には乳児自身の情緒コント
ロールに悪影響を及ぼす。このような応答的
な対応をとること，もしくは能動的な働きか
けをすることが，乳児の母親（養育者）認知
を促すと考えられる。 
（5）健常新生児を対象にした著者の研究で
は，健全な相互作用場面で見られるような刺
激（母親による乳児への声かけ，抑揚のある
声かけ，笑顔，哺乳物へのニオイなど）に対



しては，脳の前頭領域が活性化することが明
らかになった。   
（6）未熟児出生のため NICU に入院している
乳児の認知活動では，母子の接触頻度が乳児
の母親のニオイの認識につながるかを検討
した結果，接触頻度が高いほど母乳に対する
反応がみられた。 
 
２．研究の目的 
入院という母子分離がない健常乳児の場

合では，健全な相互作用場面で養育者（もし
くは大人）から発せられる非言語的な刺激に
脳の前頭領域での活動が乳児期早期から見
られ，特に母乳臭や発話プロソディ（マザリ
ーズ）といった“母親”と密接に結びついた刺
激情報に強い反応がある。 

しかし，母子分離を余儀なくされている
NICU 入院児に関しては，“母親”情報の認識
が出生後の母親との接触経験に大きく依存
することが考えられる。そこで，（1）NICU
入院児の他者認知を母親と看護師の声を刺
激として実験し，その差について検討する。
また（2）どのような接触経験が刺激の認知
に影響するのか，特に母親との関係性を操作
し，脳活動の観点から検討する。 
 
３．研究の方法 
（1）参加者：NICU 入院乳児 26 名（男女 13
名ずつ，平均 46 日齢，平均出生体重 1385g）
が実験に参加した。尚，入院乳児のいる病院
の倫理審査を通り，保護者にインフォーム
ド・コンセントを行っている。 
 
（2）刺激：研究参加乳児の母親声と担当看
護師の声で「おはよう，ミルクの時間ですよ」
を 3 回繰り返し（約 10 秒），ベースラインお
よびリラックス区間（約 20 秒）にはホワイ
トノイズを呈示した。 
 
（3）測度：近赤外分光法（NIRS）による脳
の前頭領域の血流変化として，主に oxy-Hb
の変化量を用いた。NIRS は，2 チャンネル測
定用 NIRO-200（浜松ホトニクス社製）を使
用した。 
 
（4）実験計画：2（刺激の種類：母声・担当
看護師声）×2（脳活動の測定部位：右前頭領
域・左前頭領域）の被験者内計画であった。 
 
（5）手続き：あらかじめそれぞれの刺激音
声を録音しておき，乳児の安静状態時にNIRS
装置を装着し，その後ヘッドフォンから刺激
音声を流し，その間の血行動態反応を測定し
た。 
 
（6）分析方法：乳児のデータは体動やゆら
ぎがあるため，データの 2SD を超えるものは

排除しフィッテイングを行った。その後，刺
激音声区間の平均値からホワイトノイズ区
間の平均値を減算した変化量を算出し，刺激
音声の比較を行った。 
 
４．研究成果 
（1）ベースライン（ホワイトノイズ）区間
から刺激音声（母親声もしくは看護師声）に
変化すると，前頭領域の oxy-Hb が増加して
いた（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-0.9

-0.6

-0.3

0

0.3

0.6

0.9

1.2

1.5

1.8

1 61 121

-0.9

-0.6

-0.3

0

0.3

0.6

0.9

1.2

1.5

1.8

1 61 121

図 1 音声に対する ox-Hb 変化（代表例） 
 
（2）母親声にも看護師声にも前頭領域にお
ける脳活動がみられた。 

新生児を対象とした著者の研究では，平板
な調子の発話よりもプロソディのある発話
に対して，また大人に話しかけるような調子
よりも子ども相手の話しかけの調子の方が，
脳の前頭領域を活性化させることを見出し
てきた。すなわち，プロソディのある抑揚の
ついた声の調子という非言語的情報が乳児
の脳を活動させることがわかっている。 
本研究では，未熟児（低出生体重児等）の

NICU 入院乳児を対象にしているが，満期産
出生の乳児と同じように，前頭領域の活性化
という結果がでた。これは，言葉の内容より
も声の調子によって活性化されたといえる。 
声の調子はわれわれの感情状態を反映す

るとも考えられているので，感情（情緒）的
結びつきである母子の絆を喚起させるよう
な刺激には，脳の前頭領域が関連することを
示唆する。 
本研究では，母親だけでなく看護師の声に

も絆の喚起が見出された結果であったが，こ
れは NICU 内で乳児のケアを担当しているた
めに，母親と同様の結果が出たと考えられる。 

 
（3）母親声と看護師声に前頭領域は活性化
したものの，左右差も統計的に有意であった
（図 2）。つまり，母親声では左前頭領域がよ
り活性化し，看護師声では右前頭領域がより
活性化を示した。 
 通常、言語刺激は右半球より左半球での活
動が主だが，本研究では言語刺激の内容は母



親声も看護師声も変わらないため，言語機能
以外にこの左右差を説明しなければならな
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 2 平均変化量 
 
可能性の 1 つとして，看護師の声が乳児に

とってポジティブな刺激であるという仮説
である。 

機能的 MRI を使用した新生児の研究では，
感情的なイントネーションを持つ発声に対
しては右半球が反応するという結果がある。
また，うつ病の母親を持つ乳児を対象にした
EEG 研究では，母親との「いないいないばぁ」
遊びにおいて，乳児の右半球の活動が減った
ことがわかっている。うつ病患者は，表情も
乏しく，声の調子も淡々としているため，乳
児には情感の豊かな刺激として届いていな
いことが考えられる。 

先の研究結果と併せて考えると，乳児とい
う発達初期の段階からも，左右半球の機能差
があり，それは刺激の感情性にかなりの影響
を受けると推察される。それは看護師の声で
より影響が強まるのではないかと考えられ
る。 

もう 1 つの可能性としては，看護師の声が
乳児にとってネガティブな刺激であるとい
う仮説である。 

EEG 研究では，母親との分離を経験した泣
き叫ぶ乳児は右半球の活動が増えるという
結果がある。これは，母親分離という乳児に
とってはストレスのかかる状況で，右半球が
活性化したことを示す。 

この結果を併せると，看護師の声に対して
右前頭領域が有意に活性化したということ
は，何らかのストレスに反応した結果と考え
られる。 

NICU に入院している乳児は，注射や検査
などの痛みや多くのストレスを慢性的に受
けている。 

ストレスの指標であるコルチゾールのレ
ベルが入院の有無によって差があり，入院乳
児の方がより高いストレスを受けていると
いう結果もある。それは入院日数が長いほど，
そのストレスも高いことがわかっている。 

更に，ストレスは認知発達にも影響を及ぼ
すことも知られている。例えば，怒りや悲し

みなどのネガティブな情動からひきこもら
せ，その間の右前頭領域の活動も増えること
がわかっている。 

これらの調査結果に基づくと，看護師の声
が入院乳児にとってストレスと関係してい
ると考える方が妥当であると示唆される。 
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 ただし，看護師の声がストレスの 1 つにな
ると結論付けるには時期尚早であるため，今
後更にデータを増やし，検討していきたい。 
 
（4）上記（1）から（3）は，生後の経験に
焦点をあて，母親声と看護師声の比較をした
が，母親の声は，出生前からも聞いている刺
激である。特に，胎児期後半からは聴覚も機
能することがわかっており，母親の声への選
好もみられる。 
そこで，胎内の経験と生後の働きかけの影

響を検討した。  
 

①測定日までの日齢で乳児を群分けし，母親
声への活性化の程度を比較したところ，生後
間もなく実験した方が活性化する傾向があ
った（図 3）。 
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図 3 測定日齢の長短による活性化の程度 

 
②入院期間中の母親との接触頻度により乳
児を群分けし，母親声への活性化の程度を比
較したところ，統計的有意差は得られなかっ
たが，入院中に母親との接触が多い子ほど活
性化しているような傾向を示した（図 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 入院中の母親との接触頻度の多少によ

る活性化の程度 
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①・②を併せて考えると，母親声への認知に
は，胎内経験も生後の接触頻度も影響すると
考えられる。 
 
（5）NICU 入院乳児の研究は，その重要さを
示されていながらも研究が少ないのが現状
である。発達初期の子どもにも心があり，療
育・養育を考えていく為には，更なる基礎研
究が必要であると考える。本研究では，その
一端を担うことができたと考える。 
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